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Ⅰ　学校教育目標・教育課程の現状

学校教育目標第１章

　各学校は、どのような学校教育目標を掲げて
教育活動を行っているのだろうか。また、それ
はどのように変化しているのだろうか。02 年
調査と 10 年調査では、各学校の学校教育目標
（目標を達成するための基本方針も含む）に含
まれている言葉（類似した言葉も含む）を、33
項目（10 年調査は「その他」を含む 34 項目）
の選択肢から複数回答してもらった。その結果
をみてみよう。
　まず図１－１－１は、小学校の結果である。
10 年調査をみると、TOP５は、「心の教育 豊
かな心」「思いやり」「健康 体力」「自ら学ぶ力 
自己学習力」「生きる力」であり、順位は異な
るが02年調査、10年調査とも同じ項目があがっ
ている。また、そのうちTOP３は、６割を超
えており、小学校の普遍的な学校教育目標であ
るといえよう。
　一方、02年調査に比べてとくに比率が上がっ
たのは、「学力向上 学力定着」（21.1 ポイント
増）、「学習習慣」（19.3 ポイント増）、「基本的
生活習慣」（13.2 ポイント増）、「社会規範 きま
り」（9.2 ポイント増）である。教育政策として、
「確かな学力」の向上や、そのための学習習慣
の確立、社会性の育成などが重視されるなか、
これらを学校教育目標に掲げる学校が増加した
と考えられる。また、１校あたりの選択数（「そ
の他」を除く 33 項目のうち選択された項目数
の平均）をみると、02年調査が 9.7 項目に対し

て、10 年調査は 10.5 項目で、１校が掲げる項
目数はやや増加している。
　次に、中学校の結果をみてみよう（図１－１
－２）。10 年調査をみると、TOP５は、「心の
教育 豊かな心」「健康 体力」「思いやり」「自
立 自主 主体性」「自ら学ぶ力 自己学習力」で
ある。02 年調査と比べると、「思いやり」の順
位が上がり、「自ら学ぶ力 自己学習力」の順位
が下がっているがTOP５の項目は同じである。
また、小学校と比べると、順位は異なるが、
TOP３には同じ項目があがっている。
　一方、02年調査に比べてとくに比率が上がっ
たのは、「学習習慣」（11.7 ポイント増）、「学力
向上 学力定着」（11.2 ポイント増）である。こ
の傾向は、小・中学校に共通している。また、
中学校は、02 年調査に比べて比率が下がった
項目も多く、「自ら学ぶ力 自己学習力」（14.9
ポイント減）、「社会性 協調性」（9.5 ポイント
減）、「生きる力」（7.2 ポイント減）などがある。
これらは、政策上、引き続き重視されている項
目だと思われるが、「学力」や「学習習慣」をはっ
きり掲げる学校が増えたことや、中学校では学
校教育目標が精選されていること（１校あたり
の選択数は、02 年調査 9.4 項目に対して 10 年
調査 8.6 項目）などが影響していると思われる。
また、中学校では「その他」を選択した学校も
19.4％あり、33項目以外にも多様な学校教育目
標が掲げられているようだ。

小・中学校とも、学校教育目標の TOP３は「心の教育 豊かな心」「思いやり」「健康 体力」
である。また、小・中学校とも 02年調査に比べて、「学力向上 学力定着」「学習習慣」を目
標に掲げる学校が増加している。
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学
校
教
育
目
標

心の教育 豊かな心

思いやり

健康 体力

自ら学ぶ力 自己学習力

生きる力

思考力 考える力

基礎・基本

意欲 やる気

学力向上 学力定着

自立 自主 主体性

地域 郷土

個性 一人ひとり

人間性

基本的生活習慣

素直 明るい 朗らか

体験 体験的学習

人権尊重

努力 向上心 がんばる

学ぶ楽しさ

学習習慣

創造性 創造力

社会性 協調性

環境 自然

社会規範 きまり

奉仕 ボランティア

知性 賢さ

国際 国際社会

興味 関心

情緒 情操

自律 自制

共生
情報化社会 情報技術

情報リテラシー
ゆとり

その他

8060402010 7050300
（％）

72.969.8

65.964.1

67.863.9

59.8
53.9

46.3（●）

46.144.1

45.942.5

42.938.5

41.820.7

41.338.2
36.432.4

35.031.9

34.120.9

33.029.9
29.826.3

31.629.1

28.923.2

27.78.4

27.924.1

23.619.0

13.7 22.9

34.5（■）

28.2（●）

24.6（■）
25.7（●）

15.7（●）
12.0

14.8（●） 

10.4 

13.4（●） 

10.4 

14.8
10.1 

6.4 

１校あたりの選択数
02年調査   9.7項目
10年調査 10.5項目

－5.9ポイント

+21.1ポイント

+13.2ポイント

+5.7ポイント

+19.3ポイント

+9.2ポイント

33.8（●）

29.3（■）

15.2（■）

14.8 

14.3 
13.6 

12.1 

12.1（■） 

11.8 

11.1（■） 

11.8

2.0

注１）複数回答。
注２）02年調査の選択肢は33項目、10年調査は、02年調査の選択肢に「その他」を加えた34項目。
注３）１校あたりの選択数は、「その他」を除く33項目のうち選択された項目数の平均。無回答・不明を除いて算出している。
注４）　　　　　　　　 は02年調査と10年調査で５ポイント以上差があるもの。
注５）（　）内はサンプル数。

47.1（■）

02年調査（642）

10年調査（560）

図１－１－１　学校教育目標（経年比較） 小学校校長
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Ⅰ　学校教育目標・教育課程の現状

図１－１－２　学校教育目標（経年比較） 中学校校長

806040 705020 30100

注１）複数回答。
注２）02年調査の選択肢は33項目、10年調査は、02年調査の選択肢に「その他」を加えた34項目。
注３）１校あたりの選択数は、「その他」を除く33項目のうち選択された項目数の平均。無回答・不明を除いて算出している。
注４）                                  は02年調査と10年調査で５ポイント以上差があるもの。
注５）（　）内はサンプル数。

（％）

１校あたりの選択数
02年調査 9.4項目
10年調査 8.6項目

心の教育 豊かな心

健康 体力

思いやり

自立 自主 主体性

自ら学ぶ力 自己学習力

生きる力

学力向上 学力定着

基礎・基本

意欲 やる気

個性  一人ひとり

人間性

思考力 考える力

人権尊重

地域 郷土

基本的生活習慣

創造性 創造力

社会規範 きまり

努力 向上心 がんばる

学習習慣

社会性 協調性

奉仕 ボランティア

体験 体験的学習

自律 自制

素直 明るい 朗らか

学ぶ楽しさ

知性 賢さ

共生

環境 自然

情緒 情操

興味 関心

国際 国際社会
情報化社会 情報技術

情報リテラシー
ゆとり

その他

70.866.7

61.957.9

53.448.7
53.948.7

46.8 61.7

46.3
39.1

24.9 36.1

37.635.3

35.833.5

29.928.3
33.728.1

31.727.6

27.2 29.9

27.1（■）
25.722.4

25.5 30.2

23.417.6

27.022.9
22.510.8

31.522.0

24.019.5

17.5（■）
20.917.3
19.215.0

13.8（■）

16.7

11.0

10.8

8.6（■）

4.2

1.2
19.4 

8.4

9.9

13.4

15.9

13.6

5.8（●）
4.6

7.5

14.4

13.1

－14.9ポイント

－7.2ポイント

－5.6ポイント

+11.2ポイント

+5.8ポイント

+11.7ポイント

－9.5ポイント

－6.0ポイント

26.5（●）

18.4（●）

13.8（●）

－5.2ポイント

02年調査（603）

10年調査（573）
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学
校
教
育
目
標

（％）

小学校
（560）

中学校
（573）

心の教育 豊かな心 69.8 66.7

思いやり 64.1 ≫ 48.7

健康 体力 63.9 ＞ 57.9

自ら学ぶ力 自己学習力 53.9 ＞ 46.8

生きる力 47.1 ＞ 39.1

思考力 考える力 46.1 ≫ 27.6

基礎・基本 45.9 ≫ 35.3

意欲 やる気 42.9 ＞ 33.5

学力向上 学力定着 41.8 ＞ 36.1

自立 自主 主体性 38.2 ≪ 48.7

地域 郷土 36.4 ＞ 27.1

個性 一人ひとり 35.0 ＞ 28.3

人間性 34.5 ＞ 28.1

基本的生活習慣 34.1 ＞ 25.7

素直 明るい 朗らか 33.0 ≫ 15.0

体験 体験的学習 29.8 ≫ 17.5

人権尊重 29.3 27.2

努力 向上心 がんばる 29.1 ＞ 22.9

学ぶ楽しさ 28.9 ≫ 13.8

学習習慣 27.7 ＞ 22.5

創造性 創造力 24.6 25.5

社会性 協調性 24.1 22.0

環境 自然 23.6 ≫ 10.8

社会規範 きまり 22.9 23.4

奉仕 ボランティア 15.2 19.5

知性 賢さ 14.8 13.4

国際 国際社会 14.3 ＞ 8.4

興味 関心 13.6 ＞ 8.6

情緒 情操 12.1 9.9

自律 自制 12.1 ＜ 17.3

共生 11.8 11.0

情報化社会 情報技術 情報リテラシー 11.1 ＞ 4.2

ゆとり 2.0 1.2

その他 11.8 ＜ 19.4

表１－１－１　学校教育目標（学校段階別／ 10年調査） 小学校校長  中学校校長 　

注１）複数回答。
注２）＜  ＞は小学校と中学校の数値に５ポイント以上、≪≫は10ポイント以上差があるもの。
注３）（　）内はサンプル数。

　次に、表１－１－１は、10年調査の小学校と
中学校の数値を比較したものである。これをみ
ると、小学校のほうが比率が高いものが多く、
10ポイント以上差があるのは、「思考力 考える
力」「学ぶ楽しさ」「体験 体験的学習」「基礎・

基本」など学力や学び方に関するものと、「素
直 明るい 朗らか」「思いやり」「環境 自然」で
ある。一方、中学校のほうが比率が高いものは、
「自立 自主 主体性」「自律 自制」などである。
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　次に、学校教育目標の設定の仕方には、どの
ようなタイプがあるのかみてみよう。
　表１－１－２・３は、クラスター分析（類似
度などを基準に関係があるものどうしをグルー
プ化する多変量解析）を用いて、小・中学校の
学校教育目標を類型化した結果である。
　表１－１－２に示すように、小学校では５類
型がみられた。「自ら学ぶ力重視型」では、「自
ら学ぶ力 自己学習力」の出現頻度が高く、「基
礎・基本」「学力向上 学力定着」の出現頻度は
低い。「心・体・基礎基本重視型」は、「心の教
育 豊かな心」「健康 体力」「基礎・基本」の出

現頻度が比較的高く、「学力向上 学力定着」の
出現頻度はそれほど高くない。「新学習指導要
領対応型」は、新学習指導要領に示されている
言葉に関連する項目の出現頻度が高い（「生き
る力」「地域 郷土」「基礎・基本」「思考力 考え
る力」「学力向上 学力定着」「自ら学ぶ力 自己
学習力」「学習習慣」「体験 体験的学習」「心の
教育 豊かな心」「健康 体力」「社会規範 きまり」
など）。「全面強調型」はほとんどの項目の比率
が高い。「その他型」は他の４類型のいずれに
も含まれないタイプである。各類型は、学力へ
の取り組み方（自ら学ぶ力、基礎・基本、学力

（％）

自ら学ぶ力
重視型
（129）

心・体・
基礎基本
重視型
（117）

新学習指導
要領
対応型
（96）

全面強調型
（65）

その他型
（141）

合計
（548）

心の教育 豊かな心 75.2 73.5 90.6 98.5 40.4 71.4
思いやり 67.4 68.4 87.5 95.4 32.6 65.5
健康 体力 65.9 77.8 87.5 100.0 23.4 65.3
自ら学ぶ力 自己学習力 88.4 45.3 68.8 95.4 5.0 55.1
生きる力 20.2 61.5 77.1 95.4 21.3 48.2
思考力 考える力 40.3 48.7 65.6 96.9 16.3 47.1
基礎・基本 6.2 71.8 93.8 95.4 9.2 46.9
意欲 やる気 25.6 38.5 60.4 96.9 29.1 43.8
学力向上 学力定着 7.0 56.4 78.1 95.4 15.6 42.7
自立 自主 主体性 19.4 35.0 65.6 93.8 17.0 39.1
地域 郷土 10.9 29.9 84.4 93.8 9.2 37.2
個性 一人ひとり 7.0 36.8 72.9 90.8 10.6 35.8
人間性 11.6 39.3 55.2 87.7 15.6 35.2
基本的生活習慣 5.4 33.3 75.0 95.4 7.8 34.9
素直 明るい 朗らか 17.8 29.9 54.2 84.6 14.2 33.8
体験 体験的学習 3.1 23.1 75.0 92.3 2.8 30.5
人権尊重 7.8 29.1 55.2 92.3 5.0 29.9
努力 向上心 がんばる 16.3 26.5 36.5 81.5 16.3 29.7
学ぶ楽しさ 4.7 29.1 54.2 87.7 9.2 29.6
学習習慣 7.0 27.4 52.1 90.8 3.5 28.3
創造性 創造力 10.1 20.5 32.3 83.1 11.3 25.2
社会性 協調性 8.5 21.4 39.6 86.2 3.5 24.6
環境 自然 2.3 12.8 55.2 86.2 3.5 24.1
社会規範 きまり 3.1 17.1 43.8 89.2 2.8 23.4
奉仕 ボランティア 1.6 5.1 29.2 75.4 0.0 15.5
知性 賢さ 8.5 16.2 12.5 36.9 12.1 15.1
国際 国際社会 1.6 5.1 22.9 73.8 1.4 14.6
興味 関心 0.0 1.7 22.9 78.5 0.7 13.9
情緒 情操 3.1 10.3 13.5 55.4 2.1 12.4
自律 自制 3.1 8.5 15.6 60.0 0.0 12.4
共生 3.1 6.0 18.8 41.5 7.1 12.0
情報化社会 情報技術 情報リテラシー 1.6 1.7 18.8 60.0 0.7 11.3
ゆとり 0.0 0.0 1.0 15.4 0.0 2.0

表１－１－２　学校教育目標の類型（10年調査） 小学校校長

注１）「その他」を除く33項目について非階層的クラスター分析を行った。33項目に１つも○をつけていない12校は分析から除外した。
注２）数値は、各類型の学校がそれぞれの項目に回答した比率。複数回答。
注３）  70％以上の数値にアミカケをしている。
注４）（　）内はサンプル数。
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向上）や、掲げる目標数の違いにより、特徴づ
けられている。
　中学校でも５類型がみられた（表１－１－
３）。「心・体・自ら学ぶ力重視型」は、「心の
教育 豊かな心」「健康 体力」「自ら学ぶ力 自己
学習力」の出現頻度が高く、「基礎・基本」「学
力向上 学力定着」の出現頻度は低い。「基礎基
本重視型」は、「基礎・基本」の出現頻度が高く、
「自ら学ぶ力 自己学習力」「学力向上 学力定着」
の出現頻度はそれほど高くない。「新学習指導
要領対応型」は、新学習指導要領に示されてい

る項目の出現頻度が高い。「全面強調型」はほ
とんどの項目の出現頻度が高い。「その他型」
は他の４類型のいずれにも含まれないタイプで
ある。
　小・中学校とも、「自ら学ぶ力重視型（中学
校は、心・体・自ら学ぶ力重視型）」の学校が
もっとも多くみられ、それに次いで、「基礎基
本重視型（小学校は、心・体・基礎基本重視型）」
であった。また中学校は、「全面強調型」の学
校は少なく、「その他型」が多かった。

（％）

心・体・
自ら学ぶ力
重視型
（138）

基礎基本
重視型
（96）

新学習指導
要領
対応型
（77）

全面強調型
（25）

その他型
（221）

合計
（557）

心の教育 豊かな心 86.2 71.9 93.5 100.0 43.9 68.6
健康 体力 87.7 58.3 85.7 100.0 29.0 59.6
思いやり 65.2 53.1 94.8 100.0 18.1 50.1
自立 自主 主体性 47.1 51.0 79.2 100.0 35.7 50.1
自ら学ぶ力 自己学習力 77.5 36.5 85.7 88.0 17.2 48.1
生きる力 29.0 57.3 77.9 96.0 20.4 40.2
学力向上 学力定着 17.4 58.3 87.0 100.0 15.8 37.2
基礎・基本 9.4 91.7 85.7 100.0 4.5 36.3
意欲 やる気 25.4 50.0 64.9 100.0 15.4 34.5
個性 一人ひとり 10.9 49.0 68.8 88.0 11.3 29.1
人間性 23.2 31.3 58.4 96.0 13.6 28.9
思考力 考える力 25.4 25.0 72.7 92.0 9.0 28.4
人権尊重 20.3 39.6 62.3 84.0 9.5 28.0
地域 郷土 23.9 34.4 59.7 84.0 10.0 27.8
基本的生活習慣 5.8 50.0 74.0 96.0 4.5 26.4
創造性 創造力 18.1 17.7 53.2 84.0 19.0 26.2
社会規範 きまり 15.9 36.5 59.7 88.0 4.1 24.1
努力 向上心 がんばる 17.4 17.7 40.3 92.0 16.3 23.5
学習習慣 6.5 42.7 68.8 92.0 1.4 23.2
社会性 協調性 15.2 13.5 55.8 92.0 11.8 22.6
奉仕 ボランティア 9.4 20.8 57.1 100.0 4.5 20.1
体験 体験的学習 2.9 27.1 61.0 88.0 0.5 18.0
自律 自制 13.8 16.7 28.6 88.0 9.0 17.8
素直 明るい 朗らか 10.9 24.0 16.9 88.0 5.9 15.4
学ぶ楽しさ 3.6 22.9 28.6 76.0 5.0 14.2
知性 賢さ 13.0 6.3 15.6 52.0 12.7 13.8
共生 10.9 2.1 16.9 72.0 6.8 11.3
環境 自然 5.8 9.4 27.3 92.0 0.5 11.1
情緒 情操 8.0 8.3 9.1 68.0 6.3 10.2
興味 関心 1.4 2.1 31.2 84.0 0.0 8.8
国際 国際社会 2.9 4.2 23.4 68.0 2.3 8.6
情報化社会 情報技術 情報リテラシー 0.7 2.1 9.1 48.0 0.9 4.3
ゆとり 0.0 0.0 3.9 16.0 0.0 1.3

表１－１－３　学校教育目標の類型（10年調査） 中学校校長

注１）「その他」を除く33項目について非階層的クラスター分析を行った。33項目に１つも○をつけていない16校は分析から除外した。
注２）数値は、各類型の学校がそれぞれの項目に回答した比率。複数回答。
注３）  70％以上の数値にアミカケをしている。
注４）（　）内はサンプル数。
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